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【写真】

夜空に開く七色の大輪！
第32回香住ふるさとまつり

海上花火大会

　7月 25 日、第 32 回香住ふ

るさとまつりで行われた海上

花火大会。夜空を華やかに彩

る迫力満点の花火を多くの人

が楽しみました。

　さまざまな表情を見せてく

れる香住の風物詩が夏の訪れ

を告げています。
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香美町をもっと便利に
　　　　 もっと身近に！

～ 情報格差のないまちづくりを目指して ～

　

携
帯
電
話
の
基
地
局
は
携
帯
電

話
事
業
者
が
整
備
す
る
の
が
基
本

で
す
が
、
地
理
的
な
条
件
や
採
算

上
の
問
題
か
ら
整
備
が
行
わ
れ
る

見
込
み
が
な
い
集
落
が
町
内
に
７

集
落
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
集
落
を
な
く
す
る

た
め
に
、
町
が
国
の
補
助
制
度
で

整
備
し
た
基
地
局
を
事
業
者
へ
貸

与
し
て
運
営
し
て
も
ら
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
活
用
す
れ
ば
、
事
業
者

は
採
算
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
携
帯
電
話
の
不
通
話
集
落
を

解
消
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
以
前
か
ら
こ
の
方
法

に
参
画
し
て
も
ら
え
る
事
業
者
を

募
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

町
内
す
べ
て
の
集
落
で
利
用
可
能
に
！

町
内
す
べ
て
の
集
落
で
利
用
可
能
に

国
の
補
助
率
が
拡
充
さ
れ
、
町
や

事
業
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
年
度
の
当
初
予

算
で
村
岡
区
の
高
坂
・
池
ヶ
平
地

区
と
和
佐
父
地
区
の
基
地
局
整
備

を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
の
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
に
よ
り
、
町
や
事

業
者
の
負
担
が
大
幅
に
軽
減
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
香
住
区
の
大
梶

地
区
、
三
川
地
区
、
土
生
地
区
と

村
岡
区
の
作
山
地
区
へ
の
追
加
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
不

通
話
集
落
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
は
携
帯
電
話

が
全
く
使
え
な
い
地
域
を
対
象
と

し
た
も
の
で
あ
り
、
１
社
で
も

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
た

り
、
電
波
の
品
質
改
善
を
目
的
と

す
る
場
合
に
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
、
携
帯
電
話
の
通
話
が

で
き
な
い
集
落
は
町
内
に
７
集

落
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
中
に

こ
れ
ら
す
べ
て
の
不
通
話
の
解

消
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

携
帯
電
話

携
帯
電
話

●大梶地区

●三川地区

●土生地区

●作山地区

●和佐父地区

●高坂・池ヶ平地区

平成 21年度中の不通話解消予定集落

▲町内すみずみまで電波を！
　（写真は香住区三谷）
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放
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町
は
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

地
デ
ジ
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、『
個
別
ア
ン
テ
ナ

で
ア
ナ
ロ
グ
放
送
を
受
信
で
き
た

が
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
電
波
が
受

信
で
き
な
い
（
テ
レ
ビ
を
買
い
替

え
た
の
に
地
デ
ジ
が
映
ら
な
い
な

ど
）
と
思
わ
れ
る
世
帯
』
は
、
２

年
後
に
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
人
は
役
場
総
務
部

企
画
課
ま
た
は
左
記
の
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

あ
と
２
年
。
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

平
成
18
年
５
月
か
ら
民
間
通
信

事
業
者
に
よ
る
光
サ
ー
ビ
ス
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
21
年

３
月
末
現
在
で
全
世
帯
の
24
％
に

あ
た
る
約
１
６
０
０
世
帯
で
サ
ー

ビ
ス
未
提
供
の
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

地
理
的
・
地
形
的
制
約
や
採
算
性

な
ど
の
理
由
か
ら
事
業
者
に
よ
る

自
主
整
備
が
行
わ
れ
る
見
込
み
が

あ
り
ま
せ
ん
。 光

サ
ー
ビ
ス

光
サ
ー
ビ
ス

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

・
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
５
７
０
・
07
・
０
１
０
１

　

（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、

　

土
日
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

・
総
務
省
近
畿
総
合
通
信
局
放
送
課

　
℡
０
６
・
６
９
４
２
・
０
８
２
０

・
役
場
総
務
部
企
画
課

◆地デジ詐欺にご用心◆
　テレビの地デジ対応やアンテナ交換など

を口実にした詐欺が発生しています。身に

おぼえのない工事や代金請求にはご注意く

ださい。

　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その他関係機関がお

金を請求することは一切ありません。このような請求を受

けたときは、すぐに近畿総合通信局、お近くの警察署、ま

たは消費生活センターへご相談ください。

　

現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
（
地
デ
ジ
）
へ
の
移
行
に
伴

い
、
平
成
23
年
7
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
。

　

町
内
の
現
状

　

通
信
事
業
者
に
よ
る
光
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
必
要
な
施
設
整
備
に
対

し
て
、
町
が
そ
の
整
備
費
用
の
支

援
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

拡
大
を
図
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
す
べ
て
の
地
域
へ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
に
は
多
額

の
費
用
が
必
要
で
、
町
の
財
政
状

況
か
ら
み
て
短
期
間
で
は
困
難
で

あ
る
と
と
も
に
、
エ
リ
ア
拡
大
後

の
利
用
者
数
が
少
な
け
れ
ば
費
用

対
効
果
の
面
で
問
題
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
今
後
の
事
業
推
進
を

検
討
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
が
未

提
供
と
な
っ
て
い
る
地
域
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的

　

今
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
日

常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
技
術
や

機
能
は
日
々
向
上
し
て
い
ま
す

が
、
高
速
・
大
容
量
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
そ
の
恩
恵
も
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

今
後
の
町
内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
参
考
と
す
る
た
め
ア

ン
ケ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
本
年
８
月
を
予
定

し
て
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
は
、各
区
（
自

治
会
）
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
い

た
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

実
施
方
法
な
ど

※このマークが付いた
　製品はデジタル放送
　の受信に対応したも
　のです。

◆簡易チューナーの無償支援◆

あ
と
２
年
。
準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？

◆地デジ無料説明・相談会◆

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課



　国の予防接種実施規則の一

部改正により、6 月 2 日から

新たに「乾燥細胞培養日本脳

炎ワクチン」が使用可能とな

りました。

　このワクチンは、第２期接

種について有効性・安全性が

確立されていないため、第１

期（３歳以上で初回接種の幼

児）のみが対象となります。

　なお、①ワクチンの供給予定量が対象者全員の

必要量に満たないこと、②多くの小児に接種した

実績がないため、副反応について不明であること

から、積極的な勧奨を差し控えることとなってい

ます。

　接種を希望される場合は、十分な

説明を受け、保護者の同意に基づい

て接種することになっています。

4

行政トピックス

　保育所に通う児童の保護者の皆さんへ

ひょうご多子世帯保育料軽減制度のご案内

　県では、子育て家庭の支援を通じて子どもを生みやすい環境づくりを推進するため、保育所に通う多

子世帯のお子さんの保育料の一部を助成し、経済的負担の軽減を図ります。

●助成対象世帯
　18 歳未満のお子さんを 3人以上お
持ちで、かつ、第 3番目以降のお子
さんが、現在、保育所に通っている
世帯
●助成金額
　月額 6,000 円を超える保育料に対し、次のとおり
助成します。
　①３歳未満児…月額 4,500 円を限度に助成
　②３歳以上児…月額 3,000 円を限度に助成

●所得制限など
　所得税額が 40,000 円未満の世帯で、保育料の月
額が、3歳未満児で 22,500 円以下、3 歳以上児で
20,200 円以下の世帯が対象となります。
●申請手続
　役場健康福祉部福祉課または各地域局健康福祉
課で申請書に必要事項をご記入のうえ手続きをし
てください。
　そのほか、必要に応じて提出していただく書類
があります。

　

７
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
香
美

町
教
育
委
員
会
で
仕し

な

の

名
野
利と

し

あ

き昭
氏

（
69
歳
）
が
香
美
町
教
育
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
7
月
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

　

仕
名
野
氏
は
「
香
美
町
で
学
ん

で
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
」
と
抱
負
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

●問い合わせ先
　役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課

 
香
美
町
教
育
長

仕
名
野
氏
就
任

　

仕
名
野
氏
は
昭
和
15
年
８
月
、

村
岡
区
味
取
生
ま
れ
。
昭
和
43
年

県
立
香
住
高
等
学
校
を
皮
切
り

に
、
県
立
高
校
や
県
教
育
委
員
会

に
勤
務
。県
教
育
委
員
会
退
職
後
、

県
立
円
山
川
公
苑
長
、
豊
岡
市
教

育
長
、
県
立
但
馬
ド
ー
ム
館
長
を

歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

香美町教育長　仕名野利昭氏

豊岡社会保険事務所による

 出張年金相談窓口の開設について
　豊岡社会保険事務所による

出張年金相談窓口が開設され

ます。年金について疑問や不

安をお持ちの人はぜひご利用

ください。

　相談には、年金手帳など基

礎年金番号がわかるものをご

持参ください。

　なお、代理の方がお越しに

なる場合は、委任状と代理者

の身分証明書が必要です。

●と　き

　8月 26 日（水）10:00 ～ 16:00

●ところ

　香住区中央公民館　視聴覚室

●問い合わせ先

　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

　豊岡社会保険事務所　℡0796・22・0945

 日本脳炎定期予防接種のお知らせ

●問い合わせ先
　役場健康福祉部健康課、各地域局健康福祉課
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８
月
30
日
（
日
）
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
投
票
日
で
す

　

投
票
区
ご
と
の
投
票
所
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
香
住
区
の
三
川
、
土
生
、
御
崎
の
各
投
票
所

で
の
投
票
は
、
午
後
７
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
選
挙
人
名
簿
登
録
地
に
お
け
る
投
票

　

本
人
が
、「
投
票
所
入
場
券
」
を
持
参
し
、
期
日
前
投

票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。（
認
印
な
ど
は
不
要
）

　

な
お
、「
投
票
所
入
場
券
」
が
な
く
て
も
、
本
人
と
確

認
で
き
れ
ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

【
期
日
前
投
票
所
】

　
　

役
場
本
庁
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
区
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

（
小
代
地
域
局
）

　
　

※
住
所
地
に
関
係
な
く
、
町
内
の
ど
の
期
日
前
投

　
　
　

票
所
で
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

【
投
票
時
間
】

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投
票
日

　

８
月
30
日
（
日
）
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

期き

じ

つ

ぜ

ん

日
前
投
票
お
よ
び
不
在
者
投
票

　

８
月
19
日
（
水
）
〜
８
月
29
日
（
土
）

　

投
票
日
に
旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
早

め
に
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ
る
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
は
８
月
23
日
（
日
）
か
ら
期
日
前
投
票
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

投票日（8月 30 日）の投票区と投票所

投票区 投票所 投票区の区域

香
住
区

第 1投票区 若松コミュニティセンター 境、一日市、若松

第 2投票区 香住文化会館 香住、西香住、七日市、駅前

第 3投票区 森区会館 森、間室、油良、守柄、加鹿野

第 4投票区 下浜公会堂 矢田、下浜

第 5投票区 奥佐津地区公民館 丹生地、西下岡、下岡、上岡、
隼人、本見塚

第 6投票区 畑区会館 畑、大梶

第 7投票区 旧奥佐津小学校三川分校 三川

第 8投票区 土生区会館 土生

第 9投票区 佐津地区公民館 九斗、米地、訓谷、無南垣

第 10投票区 奥安木区会館 奥安木、浜安木

第 11投票区 相谷区会館 相谷

第 12投票区 柴山保育所 浦上、上計、沖浦

第 13投票区 長井地区公民館 三谷、大谷、大野、小原

第 14投票区 中野区会館 中野、藤、八原

第 15投票区 余部地区公民館 市午、梶原、浜、西

第 16投票区 御崎区会館 御崎

第 17投票区 鎧区公民館 鎧

村
岡
区

第 18投票区 大字会館 東上、東中、本町、野々上、殿町、
大糠、光陽

第 19投票区 村岡地域局 水上、川上、中西、新町、西本町、
用野、鹿田

第 20投票区 神坂子育て ･子育ち支
援センター

相田、神坂、萩山、板仕野

第 21投票区 高井子育て ･子育ち支
援センター

高井、寺河内、耀山、市原

第 22投票区 旧日影体育館 宿、日影、作山

第 23投票区 福岡体育館 福岡、八井谷、大野、黒田

第 24投票区 和池公民館 高坂、池ヶ平、和池、森脇

第 25投票区 大谷子育て・子育ち支
援センター

口大谷、中大谷、大笹

第 26投票区 射添地区公民館 入江、和佐父、和田、丸味、川会、
高津、小城

第 27投票区 味取体育館 長須、味取、原、長瀬（チミ・
クスミを除く）

第 28投票区 柤岡子育て・子育ち支
援センター

柤岡、熊波

第 29投票区 山田体育館 山田、境、長瀬のうちチミ・ク
スミ

第 30投票区 長板公民館 長板

小
代
区

第 31投票区 小代地域局 野間谷、久須部、大谷、熱田、
城山

第 32投票区 忠宮へき地保育所 實山、平野、茅野、貫田、忠宮

第 33投票区 秋岡へき地保育所 新屋、秋岡、東垣、佐坊、鍛治
屋

第 34投票区 小北へき地保育所 神場、広井、水間、神水、石寺、
猪之谷

●
選
挙
人
名
簿
登
録
地
以
外
に
お
け
る
不
在
者
投
票

　

香
美
町
の
選
挙
人
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

長
期
出
張
な
ど
に
よ
り
、
町
内
で
投
票
が
で
き
な
い
場

合
、
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
対
し
、「
投
票
用
紙
等

　
　

請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
電
話
な
ど
で
請
求
し
ま
す
。

　

②
「
請
求
書
兼
宣
誓
書
」
を
受
け
取
っ
た
ら
、
必
要

　
　

事
項
を
記
入
し
町
選
挙
管
理
委
員
会
提
出
し
ま
す
。

　

③
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
選
挙
人
に
投
票
用
紙

　
　

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　

④
投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
受
け
た
ら
、
最
寄
り
の

　
　

選
挙
管
理
委
員
会
へ
出
向
き
投
票
し
ま
す
。

　
　

【
投
票
時
間
】

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

●
そ
の
ほ
か
の
不
在
者
投
票

【
指
定
病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票
】

　
　

早
め
に
院
長
な
ど
に
対
し
、
不
在
者
投
票
を
す
る

　

旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
の
手
続
き
は
院

　

長
な
ど
が
行
い
ま
す
。

【
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
】

　
　

体
が
不
自
由
で
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
（

　

「
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
」
２
級
以
上
の

　

方
な
ど
）
に
は
、
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
制

　

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
投

　

票
に
先
立
ち
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を
受

　

け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

　

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

香
美
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場
総
務
部
総
務
課
）



　

88
歳
を
迎
え
ら
れ
る
町
民
の
方
々
に
対

し
、
次
の
と
お
り
長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま

す
。

　

対
象
者
に
は
、
事
前
に
ご
連
絡
し
、
ご

自
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
手

続
き
な
ど
は
不
要
で
す
）

●
対
象

　

今
年
９
月
15
日
現
在
で
、
満
88
歳
（
大

正
９
年
９
月
17
日
か
ら
大
正
10
年
９
月
16

日
ま
で
の
生
ま
れ
）
で
、
町
内
に
10
年
以

上
お
住
ま
い
の
人

●
お
祝
い
の
時
期

　

９
月
（
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
中
）

●
お
祝
い
品

　

お
祝
い
状
と
粗
品

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

 

各
地
域
局
健
康
福
祉
課
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平
成
20
年
度
中
に
新
た
に

   

漁
業
に
就
業
し
た
人
を
激
励  

　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の
後
継
者
育
成
の
一
助

と
し
て
行
っ
て
い
る
新
規
漁
業
就
業
者
激
励
会
。

　

今
年
は
、
昨
年
度
中
（
平
成
20
年
4
月
1
日
〜
今
年

3
月
31
日
）
に
漁
業
に
就
業
し
た
７
人
（
但
馬
漁
業
協

同
組
合
香
住
本
所
･
柴
山
支
所
所
属
の
漁
船
に
乗
船
）

に
、
合
羽
や
長
靴
な
ど
の
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
、
役
場
本
庁
舎
で
開
催
し
た
激
励
会
に
は

香
住
本
所
所
属
の
漁
船
に
乗
船
し
て
い
る
３
人
が
出
席
。

長
瀬
町
長
が
「
新
規
就
業
者
が
少
な
い
な
か
、
勇
気
を

持
っ
て
就
業
し
て
い
た
だ
い
た
。
大
変
だ
と
思
う
が
頑

張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
、
記
念
品
の
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

鶴
松
丸
（
香
住
本
所
所
属
大
型
沖
合
底そ

こ

び

き曳
漁
船
）
に

乗
船
し
て
い
る
北
村
祥し

ょ

う

た大
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
）
は

「
歩
合
制
な
の
で
豊
漁
の
と
き
給
料
を
受
け
と
る
と
大
変

う
れ
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
分
大
変
で
す
。
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
す
」
と
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲記念品を受け取る土井拓也さん（浦島丸）、小林

　誠さん（八幡丸）、北村祥大（鶴松丸）さん
　（左から）※カッコ内は乗船している漁船名

ご
長
寿
（
88
歳
）
の
お
祝
い

　

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
共
同

生
活
ホ
ー
ム
「
あ
じ
さ
い
自
立
寮

（
香
住
区
森
）」
が
国
の
基
準
を
満

た
さ
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
補
助

金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、

町
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
兵
庫

県
社
会
福
祉
事
業
団
出
石
精
和
園

（
白
山
正
直
園
長
）
が
、
香
美
町
手

を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
森
利
秋
会
長
）

と
協
議
を
行
い
、
昨
年
度
か
ら
開

設
の
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
開
設
し
た
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
、

但
馬
で
初
め
て
と
な
る
公
営
住
宅

を
利
用
し
た
も
の
で
、
現
在
、
世

話
人
に
よ
る
日
常
生
活
の
介
助
を

受
け
な
が
ら
、
障
害
を
持
つ
６
人

が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

 
美
方
郡
内
初
の
障
害
者
用
ケ
ア
ホ
ー
ム

　
　

「
レ
ジ
デ
ン
ス 

カ
ス
ミ
」
オ
ー
プ
ン

　

設
置
者
で
あ
る
出
石
精
和
園
の

担
当
者
は
、「
地
域
の
理
解
も
い
だ

だ
き
、
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
こ
の
入
居
者
が
い
つ
ま

で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
で
す
。
体
験
入
居
も
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
出
石
精
和
園
で
は
、
こ

の
施
設
で
日
常
生
活
の
介
助
を
す

る
世
話
人
を
若
干
名
、
募
集
し
て

い
ま
す
。（
９
ペ
ー
ジ
の
求
人
情
報

に
掲
載
）　

　

７
月
１
日
、
美
方
郡
で
初
め
て

と
な
る
障
害
者
用
ケ
ア
ホ
ー
ム
「
レ

ジ
デ
ン
ス　

カ
ス
ミ
」（
２
棟
、
入

居
定
員
男
女
各
５
人
）
を
香
住
区

若
松
に
開
設
し
ま
し
た
。

▲開設した〝レジデンス　カスミ〟

●
問
い
合
わ
せ
先
（
入
居
、
世
話
人
応
募
ほ
か
）

　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課

　

出
石
精
和
園
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

℡

０
７
９
６
・
20
・
１
１
１
７

障
害
者
用
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
は
…

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
定
め
る
福
祉
事

業
所
の
ひ
と
つ
〝
共
同
生
活
介
護
事
業
所
〞

の
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
障
害
者
の
〝
働
く
場
〞
と

夜
間
・
休
日
に
過
ご
す
〝
暮
ら
し
の
場
〞

を
明
確
に
分
け
、
障
害
者
が
世
話
人
の
介

助
を
受
け
な
が
ら
日
常
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▲室内はアットホーム
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〈
切
り
取
り
線
〉

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
た
め
、『
町
長
へ
の
ご
意
見

箱
』
行
き
の
ハ
ガ
キ
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
は
、
左
の
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
い
た
だ
き
、
点
線
に
沿
っ

て
切
り
離
し
、
切
手
を
貼
ら
ず
に
最
寄
り
の
郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
封
書
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w
w
w
w
.to
w
n
.m
ika
ta
-ka
m
i.lg
.jp
/

　

・
フ
ァ
ッ
ク
ス　
　

０
７
９
６
・
３
６
・
３
８
０
９

　

な
お
、
ご
提
案
な
ど
の
内
容
を
匿
名
で
広
報
誌
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課

 

皆
さ
ん
の
声
を
町
長
へ
！

　
　
　
　

〜
『
町
長
へ
の
ご
意
見
箱
』
行
き
ハ
ガ
キ
の
ご
利
用
に
つ
い
て
〜

　グリーンカーテンとは、ゴーヤやヘチマなどつ

る性植物を窓の外にはわせ、強い日差しを遮って

室温の上昇を抑える自然のカーテンです。

　また、たくさんの葉っぱから水分が蒸発するこ

とにより周りの熱の発生を軽減してくれます。

　これにより、エアコンの使用が減り電気代の節

約につながることが期待されます。

　役場では、ゴーヤやアサガオを使って、本庁舎

と各地域局でこの試みを行っています。

目指せ！エコ・オフィス
グリーンカーテンで快適に

役場本庁舎

近畿電力利用合理化委員会
　委員長表彰を受賞

　平成 21 年 6 月 18 日、大阪市で開催され

た近畿電力利用合理化委員会定例総会におい

て、役場本庁舎が省エネ庁舎として認められ、

「近畿電力利用合理化委員会委員長賞」を受

賞しました。

　この賞は、省エネ対象機器の設置やその運

用に成果のあった事業所などを表彰するも

ので、役場本庁舎は高効率照明器具や高効率

ヒートポンプ式空調機の導入による電力量の

削減が評価されました。



　これまで香住区、村岡区、

小代区の３区で別々に行って

いた戦没者追悼式を、平成 21

年度より「香美町戦没者追
悼・平和祈念式」として香
住区で行うこととなりました。

　今年度の緑の募金は、

昨年を上回り、町全体で

1,487,887 円となりまし

た。多くの皆さんにご協

力いただき、誠にありが

とうございました。

　この募金は、町内の小

中学校の花壇の整備をは

じめ、香住区では無南垣

海岸線への山ツバキの植

栽、村岡区では子どもたちの森林学習体験のため

の資材整備、小代区では保育園児が採取したドン

グリを育て、その苗木を奥山へ植えることで動植

物が生息できる森林を育てる活動に利用するなど

の計画となっています。

　今後も緑豊かな個性あるまちづくりを推進して

いきますので、ご協力をよろしくお願いします。

　なお、緑化事業をご希望の集落はご相談ください。

行政トピックス
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〈
切
り
取
り
線
〉

▲児童による枝打ち体験

緑の募金 
ご協力ありがとうございました

－編集後記－
　初めてカメラのファインダー越しに見た香
住の花火。見かたが変わってもやはり美しい
の一言です。
　経済が冷え込んでいるなか、花火を取り巻
く情勢も年々厳しさを増していますが、花火
存続にかける多くの皆さんの思いが大輪の花
のように広がって、これからも夏の風物詩を
楽しめればうれしいですね。（みうら）

 平成 21年度

　香美町戦没者追悼
　・平和祈念式の開催について

●と　き　平成 21 年 11 月 1日（日）10:00 ～

●ところ　香住区中央公民館　文化ホール

　　　　　　※村岡区・小代区には送迎バスを運行します。　

●問い合わせ先
　役場健康福祉部福祉課、各地域局健康福祉課

●問い合わせ先　　役場産業部農林水産課

第32回香住ふるさとまつり
ご協力ありがとうございました

　今年のふるさとまつり開催にあたり、香住区
内の各世帯にお願いしました住民協賛金の総額
は、2,884,288 円でした。
　また、花火大会の企業スポンサー料の減少を
補うために、町内の公共施設や各種イベント、
当日の花火大会会場などで広く呼びかけた募金
の総額は 542,118 円でした。
　花火大会終了後の清掃ボランティアにも多数
のご尽力をいただきました。
　多くの皆様にご理解とご協力をいただき、誠
にありがとうございました。　　

第32回香住ふるさとまつり総合委員会
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こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（6/27 ～ 7/28）の届出分の内、承諾
　を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）　

※このコーナーは、先月（6/27 ～ 7/28）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。
 （届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●第53回兵庫県保健衛生大会知事感謝
　保健衛生・環境美化模範地区
　村岡区高津地区
　保健衛生・環境美化推進功労団体
　香美町建設業協会南支部
　株式会社 田野工務店　　　　　　
●健康づくり等にかかる知事表彰
　母子保健の部
　西村雅子さん（村岡区萩山）
　栄養の部
　香美町小代区秋岡いずみ会　　　
●兵庫県愛育連合会会長表彰

　石原閑子さん（村岡区神坂）

　長戸絹代さん（村岡区耀山）

　中村ミツさん（小代区城山）　　　（順不同）

町職員人事異動
●採用（7月 1日付）
宇田憲市（公立香住病院外科部長）

●異動（7月 13日付）
【部長級】

総務部長　谷岡喜代司（総務部長兼総務課長）

健康福祉部長兼健康課長　西内正昭（健康福祉部長）

【課長級】

総務部総務課長　中村澄子（健康福祉部福祉課長）

健康福祉部福祉課長　藤村吉孝（健康福祉部健康課長）

【課長補佐級】

健康福祉部福祉課課長補佐兼介護保険係長　島崎景仁

（健康福祉部福祉課課長補佐兼児童福祉係長）

健康福祉部福祉課課長補佐兼児童福祉係長　田村顕彦

（健康福祉部福祉課課長補佐（児童福祉担当））

（※カッコ内は旧職）

おめでとうございます !
町内から表彰受賞者がありました

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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　7月 12 日、村岡区熊波で「第 17 回熊波渓谷祭り」
が行われ、地元の皆さんをはじめ多くの人が親睦を深
めました。
　祭りでは、じゃんけん大会や長い箸

は し

を使ったピンポ
ン玉運びなどのゲームが行われました。
　また、県自然保護協会による熊波渓谷の動植物調査
の報告がパネルなどを使って行われました。
　この調査は、県が進めている「小規模集落元気作戦」
の一環で、豊かで貴重な自然環境の維持やそれらを活
かした集落活性化を目指し行われているものです。
　同協会担当者は「この熊波渓谷には良好な自然が残
されています」と説明していました。
　このほか会場では、アマゴの放流や大ビンゴ大会が
行われ、賑やかな歓声が渓谷に響き渡っていました。

★★★祭りの活気で暑さを吹っ飛ばせ！
第32回香住ふるさとまつり（香住区）

★★★清らかな渓谷と触れ合って
第17回熊波渓谷祭り（村岡区）

Town News
　7月 25 日、26 日の 2日間にわたり、香住浜やしおか
ぜ香苑を会場として「香美町海の祭典　第 32 回香住ふ
るさとまつり」が盛大に行われました。
　県立高砂高校のファンファーレで始まったオープニン
グイベントでは、フラダンスやよさこい踊りなどが行わ
れ、多くの観覧者を楽しませていました。
　海上花火大会では約 2千発の花火が打ち上げられ、夜
空を七色に輝かせるたびに、訪れた人から大きな歓声あ
がっていました。
　翌日はあいにくの天候不良で、たらいこぎ大会をはじ
め、こども大会、フリーマーケットなどが中止となりま
した。

▲しおかぜ香苑のオープニングイベント会場

▲

パ
ネ
ル
で
渓
谷
の
豊
か
な
自
然
を
再
確
認

▲まるで南の国を思わせる、はなやかなフラダンス

▲祭りの来場者を迎える約 150 軒の出店

▲ピンポン玉を落とさないように
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　7月 18 日、村岡区長瀬の大
お お な る

平公園で、「自然との
共生をめざして」をテーマに第 19 回射添・矢田川
まつりが行われました。
　川会長楽太鼓の演奏をオープニングに、環境作文
の朗読、ウナギの稚魚放流などが行われました。

　環境作文を朗読した田中優
ゆ う ほ

帆さん（射添小６年、
村岡区味取）は「私たちの生活を環境の観点からも
見直し、年をとっても自慢の矢田川であってほしい。
そのための活動を行いたい」と呼びかけました。
　また、会場では、ニジマスのつかみ取りやビンゴ
ゲーム、バザーなどの催しも行われ、大人から子ど
もまで多くの方が川遊びを楽しみました。

　7月 12 日、日本の滝百選の一つ、村岡区日影の猿
尾滝で「第 19 回猿尾滝まつり」が行われました。
　滝へ続く遊歩道では、毎年恒例となっている祭り
のメインイベント「そうめん流し」が行われました。
　これは、青竹を加工して作った約 70 ｍのコースに
白糸に見立てたそうめんを流して、参加者がすくっ
て食べるものです。
　このそうめん流しを楽しみにして遊びに来た小学
生は、「家で食べるのと違って、すごく楽しみながら
食べました。時間がたつのがあっという間で、もっ
といっぱい食べたかったです」と語ってくれました。
　夏本番を迎え、猿尾滝は涼やかな雰囲気に包まれ
ていました。

★★★小代の夏の夜、最高潮の盛り上がり !
第32回ふるさと小代夏まつり（小代区）

　７月 18 日、小代区大谷のゴンドラステーショ
ン駐車場で、第 32 回ふるさと小代夏まつりが
行われました。
　地元の婦人会や青年部などによる夜店がずら
りと並んだ会場では、多くの来場者が、かき氷
やジュース、ビールを片手に、次々に行われる
ステージショーを楽しんでいました。
　ステージでは、商工会青年部小代支部によ
る「香美超戦隊オジレンジャー　登場！ギュウ
レッド、チョウザメブルー、スッポンイエロー」
の芝居、また、生バンドの演奏や爆笑ものまね
ショーが行われ、祭りの夜が大いに盛り上がり
ました。

★★★矢田川の清流をいつまでも…
第19回射添・矢田川まつり（村岡区）

★★★滝の水しぶきと「そうめん」に“涼”を求めて
第19回猿尾滝まつり（村岡区）

▲ニジマスのつかみ取りをする子ども達

▲ステージショーを楽しむ来場者

▲オジレンジャー登場 !



定 額 給 付 金定 額 給 付 金
申請期限は９月16日（水）です。申請期限は９月16日（水）です。

　給付を希望される人で、まだ申請を行っていない人は、忘れずに
申請手続きを行ってください。
　なお、申請書を紛失した人には、確認のうえ再発行をしますので
至急ご連絡下さい。

●問い合わせ先　役場総務部総務課

役場本庁舎　36・1111

　　　　　　( 代表 )

　総 務 課　36・1111

　企 画 課　36・1962

　税 務 課　36・1113

　会 計 課　36・4321

　町 民 課　36・1110

　健 康 課　36・1114

　福 祉 課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建 設 課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321

　　　　　　( 代表 )　

小代地域局　97・3111

　　　　　　( 代表 )　

教育委員会　94・0101

　香住分室　36・3764

　小代分室　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住地域福祉センター

　　　　　　　　　36・4345

香住老人福祉センター

　　　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　　　97・2202

（全ての施設の市外局番：0796）

役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　
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12この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。

まちのうごき
（平成 21年 7月 1日現在）

合　計　21,464 人（＋   1）

　男　　10,198 人（±　0）

　女　　11,266 人（＋   1）

世帯数  6,944 世帯（＋   3）
カッコ内は前月比

▲昭和 38 年頃の旧村岡町商店街

▲現在の村岡商店街

　時代は高度経済成長
を迎え、農村部でも徐々
に自動車が見られるよ
うに。
　写真（左）は昭和 38
年頃、村岡商店街（村
岡区本町付近）で行わ
れた交通パレードの様
子です。
　道路には往来する車
と一緒に牛の姿も見ら
れます。
　

昔
ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて今物語

時とともに変わりゆくもの
　　　　時を経て、 なお、 変わらないもの
　　　　　　　歴史をつなぐ一枚がそこにある…

その二


